
歩
行
自
立
判
定
に
有
用

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
で
下
肢
伸
展
ト
ル
ク
評
価

十勝リハビリテー
ションセンター

る
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
は
、
左
右

の
下
肢
の
ト
ル
ク
、
回
転
数

な
ど
を
表
や
グ
ラ
フ
表
示
す

る
機
能
を
備
え
る
。
今
回
の

検
証
結
果
と
共
に
、
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
の
機
能
を
活
用
す
れ

ば
、
患
側
だ
け
で
な
く
、
健

側
の
課
題
も
明
ら
か
に
な

り
、
よ
り
効
率
的
な
リ
ハ
ビ

リ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。

　
同
推
進
室
で
は
、
最
新
の

リ
ハ
ビ
リ
機
器
か
ら
得
ら
れ

た
患
者
情
報
を
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
化
し
て
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
予

後
予
測
を
行
っ
て
い
る
。「
今

回
の
検
証
結
果
も
デ
ー
タ
と

し
て
、
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に

役
立
て
ら
れ
る
は
ず
」
と
期

待
す
る
。

左
右
の
下
肢
の
回
転
数
な
ど
を
表
や
グ
ラ
フ
表
示
す
る

機
能
も
備
え
る

　
帯
広
市
の
十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
鎌
田
一
理
事
長
、
白
坂
智
英
院
長
・
１
９
９
床
）
は
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
高
齢
患
者
に
お
け
る
下
肢
伸
展
ト
ル
ク
の
評
価
と
歩
行
自
立
度
の
関
係
を
検
証
。
補
助
具
な

し
の
歩
行
自
立
を
判
定
す
る
１
つ
の
指
標
と
し
て
下
肢
伸
展
ト
ル
ク
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
同
病
院
は
、
全
床
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

と
し
、
道
内
で
最
大
規
模
の

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
と
な

っ
て
い
る
。
１
４
０
人
を
超

え
る
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
、
バ
ラ
ン
ス
・
歩
行

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
ト
レ
ッ
ド

ミ
ル
装
置
「
Ｃ
ー
Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ

　
Ｖ
Ｒ
＋
」
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
最
新
の
リ
ハ
ビ
リ
機

器
を
積
極
的
に
導
入
。
そ
れ

ら
機
器
を
１
カ
所
に
集
め
、

２
０
２
２
年
11
月
に
先
進
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

を
開
設
。
最
新
機
器
を
リ
ハ

ビ
リ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
評

価
に
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
。

　
先
行
研
究
で
は
、
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
で
測
定
し
た
下
肢
伸

展
ト
ル
ク
は
膝
伸
展
筋
力
を

大
き
く
反
映
し
て
い
る
、
動

的
バ
ラ
ン
ス
機
能
や
歩
行
機

能
と
深
く
関
連
し
て
い
る
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
歩
行
自
立
度
と
の
関
連

に
つ
い
て
報
告
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
検
証
に
至
っ
た
。

　
１
年
間
に
入
院
し
た
60
歳

以
上
の
患
者
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｍ
の

移
動
項
目
が
５
点
以
上
だ
っ

た
１
６
９
人
が
対
象
。
補
助

具
な
し
非
自
立
群
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ

５
・
６
）
と
補
助
具
無
し
自

立
群
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
７
）
の
２
群

に
分
け
、
運
動
器
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
の
２
つ
の
疾
患
で

下
肢
伸
展
ト
ル
ク
を
測
定
し

た
。

　
健
側
と
患
側
の
最
大
ト
ル

ク
値
を
測
定
し
、
体
重
で
補

正
し
た
値
を
代
表
値
と
し
、

統
計
学
的
に
解
析
し
、
ト
ル

ク
値
の
平
均
値
を
比
較
し
、

Ｒ
Ｏ
Ｃ
曲
線
を
用
い
て
カ
ッ

ト
オ
フ
値
を
算
出
し
た
。

　
ト
ル
ク
平
均
値
は
運
動
器

疾
患
、脳
血
管
疾
患
で
患
側
、

健
側
の
ど
ち
ら
も
自
立
群
に

比
べ
て
非
自
立
群
の
方
が
有

意
に
低
か
っ
た
。
カ
ッ
ト
オ

フ
値
に
よ
る
判
別
精
度
に
つ

い
て
は
、
男
性
の
運
動
器
疾

患
に
お
け
る
患
側
で
高
い
精

度
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
そ
れ

以
外
の
組
み
合
わ
せ
で
も
中

等
度
の
精
度
だ
っ
た
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
、

検
証
を
行
っ
た
高
橋
良
輔
理

学
療
法
科
主
任
は
、「
中
等

度
か
ら
高
い
判
別
精
度
が
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
運
動
器

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
を
呈
し

た
患
者
の
補
助
具
無
し
自
立

歩
行
に
移
行
す
る
際
の
一
つ

の
指
標
と
し
て
、
エ
ル
ゴ
メ

ー
タ
が
活
用
で
き
る
」
と
話

す
。

　
ま
た
、
快
適
歩
行
速
度
と

下
肢
伸
展
ト
ル
ク
の
関
係
に

つ
い
て
検
証
し
、
運
動
器
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
と
も
に
快

適
歩
行
速
度
は
健
側
、
患

側
の
下
肢
伸
展
ト
ル
ク
と
有

意
な
正
の
相
関
を
認
め
て
お

り
、
快
適
歩
行
速
度
を
実
現

す
る
に
は
、
下
肢
伸
展
ト
ル

ク
が
重
要
と
な
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

　
「
補
助
具
無
し
の
自
立
歩

行
だ
け
で
な
く
、
快
適
歩
行

速
度
も
日
常
生
活
上
で
必
要

な
場
面
が
多
い
。
在
宅
復
帰

に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
に
お
い

て
、
下
肢
伸
展
ト
ル
ク
の
計

測
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
役
立

つ
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
高

橋
主
任
は
成
果
を
強
調
す

る
。

　
同
病
院
が
導
入
し
て
い

（5）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2023年（令和5年）3月6日


